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はじめに 

 

このたびは、弊社の製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

本取扱説明書は、基本的な取扱い方や保守及び注意事項などについて解説したものです。 

なお、品質、性能の向上など、より良い製品をご提供するために製品と本書の内容が一部

異なる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

また、お読みになった後は、大切に保管してください。 

 

安全にご使用いただくために 

 

使用される前に必ず本書をよくお読みになり、正しい操作でノズルの性能を十分に発揮さ

せてください。誤った取扱いが原因で起こされた事故に関して、当社は責任を負いかねます。

十分な理解のもと、ノズルのご使用をお願いします。 

 

 モーターはクラスⅠ機器です。 

設置するときは、必ずアースを接地してください。 

感電の原因になります。 

 取付け時には手袋等の保護具を着用してください。 

ネジ部や角部で怪我をする可能性があります。 

 取付けは確実に行ってください。 

ネジの締め忘れや、カプラの取付けが不完全な場合、使用中に外れ、 

重大な事故につながる可能性があります。 

 ノズル、モーターの温度に注意してください。 

高温の場合、やけどをする可能性があります。 

 歯車や回転部分には触れないでください。 

挟み込みや、巻き込みにより怪我をする可能性があります。 
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1. 注意事項 

(1) ノズルの取付けは設備機器が構築（配管接続）され、配管システムなどの洗浄が完全に終了した最終

段階で実施してください。 

・プラント、設備機器の工事中や構築中には、絶対に取り付けないでください。 

・配管、バルブについてはオリフィスにならないような大きさのものを使用してください。 

・配管はステンレス製のなるべく新しいものを使用してください。 

・古い配管や、中に異物や錆がある場合は目詰まりや回転不良の原因となります。 

また、錆等の発生している配管の使用は絶対に避けてください。 

・新しい配管といえども、溶接カスや切り粉などが存在する場合が多く、また、組付け時に内部にシー

ルテープ等が入っている場合があります。 

ノズルの組付け前には十分フラッシングを行い、内部をきれいにしてから使用してください。 

フラッシングは原則としてノズルを取り付けない状態で、配管内を流れる流体に乱流が起きる程度

の最大流量と流速で実施し、切り粉やスラッジ分などを完全に排出してください。 

・目詰まりが発生した場合、洗浄性能に異常を来します。ストレーナー等を用いて異物がノズルに詰ま

らないように注意してください。（推奨メッシュサイズ #50） 

・使用する洗浄液は上水を使用ください。 

また、ストレーナー等を設置し異物がノズル内に入らないように注意してください。 

ノズル内に異物が入った場合、各部の摩耗や異物の嚙み込み、目詰まり等により、噴射状態や回転等

のノズル性能に異常を来す場合があります。 

(2) ノズルは重量の重いものがあります。取り付ける際には、十分に安全を確保して取り付けるようにし

てください。 

(3) 当ノズルの運転は、規定圧力内で行ってください。最大15MPaとなっています。 

規定圧力条件が無い場合は、当社発行の性能線図内にて使用してください。 

(4) ノズルには、傷を付けないようにしてください。ノズル分解点検をするときには、安全な場所で、適

正な工具を使用してください。 

(5) 衝撃的な圧力変化のない運転としてください。（ウォーターハンマーの防止） 

(6) 洗浄を停止するときは、完全に水を抜いて本体に残圧がかからないように注意してください。 

(7) 移動、設置、接続、点検作業のときは、必ず電源を切ってください。感電の原因になります。 
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2. ノズルの構成 

No. 部品名 材質 数量 備考 No. 部品名 材質 数量 備考

1 ノズル S304 6 消耗品 9 高圧水供給アダプター S304 1

2 歯車(大) S304 1 10 連結プレート S304 1

3 歯車(小) S304 1 11 スペーサー S303 4

4 回転連結アダプター SCS14 1 12 インダクションモーター - 1

5 ピン(A) S304 1 13 モーター連結アダプター S303 1

6 パイプ S304 1 14 ピン(B) S304 1

7 回転軸 S304 1 15 六角穴付きボルト S304相当 4  
 註）(1) 消耗品について 

実際の耐用年数は使用状況により異なります。ノズル本体の腐食、孔食等が起こり、 
ノズルの性能に著しい変化が見られる場合は交換してください。 

(2) 弊社では「ステンレス鋼」を「S」と略記しています。 
【例】S303→ステンレス鋼303 
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3. 接続および運転 

モーターへの接続は付属のインダクションモーターの取扱説明書を参照してください。 

確実な配線接続とアースを接地してください。 

回転方向は出力軸側から見て、時計回りです。 

モーター型番 5IK40、減速比 250 

 

4. 運転手順 

 ＜運転開始＞ 

(1) モーター電源をAC100Vに接続してください。 

(2) 液供給バルブを閉じ、逃がしバルブを全開にして液供給ポンプをONにします。 

衝撃的な力がかかるとノズル及び配管が破損する場合があります。 

(3) モータースイッチをONにして回転を開始します。 

回転速度はモーター仕様により一定です。(50Hz：6r/min、50Hz：7.2 r/min) 

洗浄サイクル時間は、50Hz時6.2min、60Hz時5.2minです。 

(4) 液供給バルブを開き、徐々に噴射圧力を上げて所定の圧力に設定し、洗浄を開始します。 

急激な圧力上昇は避けてください。 

連続運転は60分以内を目安に行ってください。 

＜洗浄停止＞ 

(1) 液供給ポンプを停止して液供給バルブを閉じ、逃がしバルブを開放します。 

配管内圧力が0になったことを確認してください。 

(2) 液供給口よりエアーを流し、ノズル内をパージすることをお勧めします。 

(3) 20～30秒回転させたのち、モータースイッチをOFFにし、回転を停止してください。 
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5. 保守と点検 

安全かつ有効な使用をしていただくために、点検・保守をお願いします。 

＜日常点検＞ 

(1) 外観 

外観の傷、ネジの緩みがないことを確認してください。 

(2) ノズル 

オリフィスの変形と目詰まりがないことを確認してください。 

変形や目詰まりが発生すると洗浄能力が低下します。 

異常摩耗による変形はノズル交換が必要です。目詰まりの場合は、ノズルを外し異物除去してください。 

回転連結アダプター④をミーリングバイス（万力）に固定し、ノズル①をスパナで緩め取り外す。 

歯車が回転して、手を挟み込まないように注意してください。 

取付け時はネジ部にシールテープを使用してください。 

使用工具：ミーリングバイス（万力） 

     スパナ 12ｍｍ 

推奨締め付けトルク：12N・m 

 

(3) 接続ピンの変形確認 

接続ピン⑤、⑭ は安全ピンの役目をしています。(P.3 ノズルの構成参照) 

回転に支障が生じ、異常な回転トルクが発生した場合、変形もしくは折損します。 

目視で変形がないことを確認してください。 

(4) 回転時の異音、振動がないことを確認してください。 

摺動部に異物が噛みこんだり、摩耗した場合、異音や振動が発生する場合があります。 

そのまま使用すると、摺動部やシールに傷が入り、液漏れや回転不良が発生します。 

 

異常が発見された場合、分解は行わずに弊社までご連絡ください。 

確認、対応させていただきます。 
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＜定期点検＞ 

使用時間200時間を目安に、定期点検を依頼ください。 

点検においては、回転の状態と各部材のチェック・清掃し、シール部材等消耗品と損傷のある部品の

交換を行います。 
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６．故障・異常の原因と対策 

    
症 状 原 因 対 策 備 考 

回
転
し
な
い 

可動部 

・制御器のスイッチの入れ忘れ。 
 
・モーターの電源が入っていない。 

・制御器スイッチを入れる。 
 
・電源を入れる。 
 

 

液
漏
れ
の
発
生 

継手ねじ部 
からの漏れ 

・接続部の締め忘れ。 
 
・接続部の緩み。 

・接続部の締め直し。 
 
・接続部の締め直し。 

 
 
 

回転部分 
からの漏れ 

・シール部材の摩耗、損傷。  ・シール部材の交換。 メーカー修理 
 

配管、上記以外

からの漏れ 

・ノズル、又は配管等の亀裂。 
 
・ノズル、又は配管等の腐食。 

・亀裂部品の交換。 
 
・腐食部品の取替え、又は修理。 

メーカー修理 
 
メーカー修理 

異
常
噴
霧 

回転速度低下 
・ゴミの付着によるもの。 
・回転シール、摺動部への異物の 
付着、目詰まり、傷。 

・歯車の清掃。 
・シール面の清掃、部品の交換。 
 

 
メーカー修理 
 

噴霧パターン 
が悪い 

・ノズル、又は配管中の目詰まり。 
 
・ノズルの腐食。 

・目詰まり部の点検と清掃。 
 
・ノズルの交換。 

 

異音発生 
回転不規則 

・摺動部、シール部への異物付着、

噛みこみ。 
・分解し、摺動部とシール部の

清掃、又は交換。 
メーカー修理 
 
 

 
 

７．廃棄について 

    各地方自治体や社内の処分方法に基づいて処分するか、専門業者へ依頼ください。 
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